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令和８年度 青森県立さわらび療育福祉センター地域連携推進会議 会議録 

 

日時：令和８年６月２９日（月）14:55～16:05 

 場所：さわらび療育福祉センター２階会議室 

 

 

【司会（内山総務課長）】 

   定刻前ではありますが、皆様お揃いになりましたので、ただ今から、令和８年度青森県

立さわらび療育福祉センター地域連携推進会議を開催します。 

 なお、御案内の際は、運営評議委員会に併せて、苦情解決第三者委員会を開催することに

しておりましたが、前回の開催から本日まで、苦情の申し出はございませんので、苦情解決

第三者委員会は無しとさせていただきます。 

また、本日の出席者についてですが、お手元に出席者名簿、席図を配布しておりますので、

御紹介は割愛させていただきます。 

それでは、開会に当たり、鶴谷所長から御挨拶申し上げます。 

 

【鶴谷所長】 

所長の鶴谷です。委員の皆様には、お忙しいところお集まりいただき、ありがとうござい

ます。 

 ここで、本日のメンバーで新任の職員のみ紹介させていただきます。内山総務課長、安田

生活支援課副課長です。 

 職員一同、力を合わせて、充実した施設運営に努めて参りますので、委員の皆様には、御

支援、御協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 さて、この会議ですが、令和６年度まで「運営評議員会」として開催して参りましたが、

国の施設運営基準が改正され、各施設において「地域連携推進会議」の設置及び会議の委員

が施設を見学する機会を設けることが義務付けられました。これにより、昨年度から「地域

連携推進会議」と改めております。 

 委員の皆様におかれましては、地域の代表、また第三者としてのお立場として、福祉サー

ビスの質の向上と、センターの円滑な運営に向けての、様々な観点からの忌憚のない御意見

をお話頂ければ幸いです。 

 当センターは、昨年９月に設立 55 周年を迎えました。一方で、施設の老朽化、職員の欠

員、障がい児の入所と未就学児童の通所の利用者がゼロ、といった課題もあります。また、

療育福祉センターのあり方検討会では、さわらびと二養の移転といった提言もなされてい

ます。今日の会議を、これらの課題を解決するための手掛かりにしたい、と考えております。 

 さらに、本日は、後ほどセンターの中も回っていただき、普段の利用者の様子を御覧いた

だければと思います。 

 限られた時間ではありますが、どうぞ、よろしくお願いします。 
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【司会】 

それでは、早速、議題に入らせていただきます。 

 議題(１)令和７年度事業運営状況について、所長から説明いたします。 

 

【鶴谷所長】 

それでは、資料１により説明します。 

 １ページ・所内の委員会についてです。 

当センターには、３つの委員会があります。１つは医療療育等安全管理委員会です。事故

防止、感染対策、栄養管理の３分野について、毎月第１火曜日に、本日出席している当セン

ター職員８名で開催しています。 

あとの２つ、虐待防止委員会、身体拘束適正化委員会については、年２回開催しました。 

また、第三者委員会については、令和７年度は、地域連携推進会議を６月２４日に開催し

ました。苦情解決第三者委員会については、７年度は苦情がありませんでしたので、開催し

ていません。 

 

２ページ・入所者の状況です。 

定員 25 名のうち、障がい者は 20 名、障がい児は５名となっています。 

入所者は、令和元年度からこれまで、19 名で推移しています。入所者の平均年齢は 39 歳、

最高齢は 48 歳で、長い方は昭和 60 年から、弘前第二養護学校の小学部に入学と同時に入

って来られ、ここでずっと生活しているという方がいらっしゃいます。 

また、年齢別入所者数については、40 代の方が一番多くなっており、年々高齢化してい

る状況です。 

 

３ページ・入所者の内訳です。 

障害支援区分では、もっとも重い区分６の方が 19 名中 17 名となっています。 

また、疾患の状況については、主たる疾患が脳性麻痺を初めとする脳原性疾患の方が 19

名中 16 名で、全介助を要する方が大半を占めています。 

 

４ページ・主なレクリエーションの実施状況です。 

１年を通して、色々工夫を凝らした行事を開催しております。例えば、６月はドライブ、

７月にはサマーフェスティバル、12 月にはクリスマスパーティなど、単調になりがちな普

段の生活の中で、四季の移ろいを感じてもらえるような様々な行事を企画して実施してい

ます。 

  

７ページ・診療・リハビリの状況です。 

全体的な傾向としては、患者数が右肩下がりとなっていますが、令和７年度は増加してい

ます。令和２年度以降、コロナ禍における診療・リハビリの制限を設けていましたが、これ
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を解除した影響と思われます。 

 

８ページ・在宅支援の状況です。 

普段、自宅で暮らしている方に対しては、短期入所、生活介護、日中一時支援の３つの事

業を行っています。 

短期入所、生活介護については、令和２年度以降、利用者数が減っていますが、これも、

コロナ禍による利用制限によるものです。利用者数は令和６年度から若干持ち直しており、

令和７年度は、さらに増加しています。 

 

 ９ページ・在宅支援のうち、障がい児の通所支援事業等の状況です。 

通所事業は、未就学児を対象とした児童発達支援、就学児を対象とした放課後等デイサー

ビス、他に市町村事業の日中一時支援事業があります。 

放課後等デイサービスの利用児については、近年、延べ 500～600 人台で推移しています。 

児童発達支援につきましては、平成 29 年までは利用者がありましたが、平成 30 年以降

は利用者がない状況ですので、今後、利用者の確保に努めて参ります。 

  

 １０ページ・実習、体験学習、見学等の受入れです。 

保健・医療・福祉に係る人材を養成するため、大学、高校、専門学校等からの依頼により

実習生を受け入れています。昨年度は黒石市の双仁会・厚生看護専門学校及び弘前学院大学

看護学部の実習生を受け入れています。 

 

 １１ページ・避難訓練等の避難状況です。 

総合訓練２回のほか、夜間を想定した訓練、シェイクアウト(身体保護)訓練を実施してい

ます。また弘前第二養護学校との合同訓練は、感染拡大防止のため、さわらび単独での実施

としました。 

 

 １２ページ・事故防止・インシデント・身体拘束適正化についてです。 

事故報告については、昨年度事故として掌握したものが４件ありました。内訳は、転倒が

２件、噛み付きなどの他害行為、誤嚥による救急搬送がありました。 

事故は令和６年度が１２件でしたから、大きく減少しています。職員としては普段から気

を付けてはいますが、どうしても不意・不覚の事態は起こります。原因があっての結果とい

うことになりますので、それぞれの事案発生後は、原因を追究し事故を未然に防止する対策

を策定しています。 

インシデントについては、２２件発生しました。令和６年度は２件ですので大幅に増加し

ています。幸い事故には繋がらなかったとはいえ、これについても各部門で再発防止策を検

討しています。 

身体拘束については、利用者の状態に応じて、ベルトやスーツ、ミトンの着用等、利用者
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を保護するため、やむを得ない場合に限り、御家族に説明の上、同意があるものに限り実施

しています。入所者１９名のうち、１６名の方が身体拘束の対象者となっています。 

 

 １４ページ・センターの決算推移です。 

本センターの事業費は、県の特別会計として取り扱われています。 

令和７年度は、歳入が１億 5,000 万円余、歳出が４億 4,900 万円余となっています。 

歳出については、人件費が３億 5,100 万円余で８割を占めており、これに管理費、扶助費

を合わせた経費については、診療収入や介護給付費収入で全部賄えればいいのですが、それ

が難しい状況にあり、不足分は一般会計から２億 9,800 万ほど繰り入れている状況です。 

繰入金については、利用者・患者の増加を図ることにより、少しでも減少させていきたい

と考えています。 

令和７年度の事業については、以上です。 

 

【司会】 

 ただいまの説明について、ご質問があれば、お受けいたします。 

 なお、この後の意見交換の場におきましてもご質問があれば、お受けいたしますので、そ

の際でも構いません。 

 資料１に関して、ご質問等ございませんか。（なし） 

 

なければ、次の議題に移らせていただきます。 

 議題(２)令和８年度事業計画書について、所長から説明いたします。 

 

【鶴谷所長】 

それでは、資料２により説明します。 

１ページ目です。 

基本理念として、「共に輝いて生きる」をセンターの目標としています。 

基本方針として、「５つのお約束」ということで、５項目を守り運営しております。 

具体的方針につきましては、全部で７つの項目を設定しています。利用者のケアはもちろ

んのこと、関係者、地域の方々の交流を図りながら運営していきたいと考えています。 

 

２ページ目です。 

当センターの事業内容ですが、（１）障がい児、障がい者の入所支援（２）短期入所（シ

ョートステイ）（３）日中一時支援（４）児童発達支援（５）放課後等デイサービス（６）

外来診療（７）訓練 の７つの事業を引き続き行って参ります。 

 

３ページ目です。 

安全管理につきましては、令和７年度事業運営状況で申し上げたとおり、引き続き各種委
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員会を通して安全管理体制を確立して参ります。また、健康管理、施設管理につきましても

適切に対処して参ります。 

 

４ページです。 

虐待防止、身体拘束適正化につきましては、年２回の委員会を開催し、虐待の防止及び身

体拘束の適正化並びに支援の質の向上に努めて参ります。 

 

５ページ・主な行事予定です。 

現在、７月のサマーフェスティバルの開催に向けて、担当の方で準備を進めています。毎

年、弘前市の北村技術㈱から、備品の寄贈やフェスティバルの差し入れ等をいただいていま

すが、先日も北村代表取締役に御挨拶に伺ったところ、今年も賛助くださるということで、

大変感謝しています。 

入所では、５月のさわらびカフェ、１０月のハロウィンパーティー、通所では６月の親子

交流会など、新たな行事にも取り組んでいます。 

その他いろいろなイベントで、利用者に楽しんでいただきたいと考えています。 

 

８ページ・研修・会議についてす。 

外部研修には、職員を積極的に参加させ、職員の質の向上を図ります。各種研修会、学術

集会、講習会等に対し、予算の範囲内ではありますが職員を派遣することにしています。 

 

９ページです。 

各種会議として、所内会議、合同会議、生活支援課運営会議などを定期的に開催していま

す。 

 

１０ページです。 

苦情解決体制の詳細については、資料５の苦情解決実施要綱を参照いただきます。 

苦情があった場合は速やかに対処し、それを包み隠さず関係者の方にお伝えすることを

お誓いしたいと思います。 

事務分担については、昨年と変わりありません。 

 

１１ページ・職員の配置状況です。 

所長以下、多種多様な職種で成り立っており、４月１日現在で３３名の正職員が配置され

ています。その他、応援医師や非常勤の職員、それから警備等の委託の職員等、御覧のとお

りとなっています。 

職員のうち、生活支援員が１名、児童指導員１名が現在欠員となっていましたが、児童指

導員につきましては、５月１日付で採用することができました。生活支援員につきましても、

引き続き、早期の採用に努めて参ります。 
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もしお知り合いに求職者がいらっしゃいましたら是非とも声を掛けていただきたいと思

います。 

 

最後に１２・１３ページ・業務の概要でございます。 

業務については、これまでと同様に取り組んでおります。実習生の受け入れについては、

昨年と同様、２校を予定しています。 

令和８年度の事業計画については、以上です。 

 

【司会】 

 ただいまの質問につきまして、ご質問等ございましたら、お受けいたします。 

御質問ございませんでしょうか。（なし） 

なければ、次に移らせていただきます。 

先ほど所長からも申し上げましたが、昨年度から委員の皆様に、センター内を見学する機

会を設けております。 

そこで、早速これから見学いただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

【参加者一同】 

 （生活支援課長の案内により、診療部～入所棟～通所棟の順に見学。見学後、会議室に戻る。） 

 

【司会】 

皆様お疲れ様でした。最後に意見交換の場を設けたいとなります。 

 せっかくの機会ですので、当センターの運営に関する御意見や、この機会に確認したいこ

となど、何なりとお話いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

【鶴谷所長】 

せっかくの機会ですので、皆様方から一言ずつ頂ければありがたいなと思っております

ので、施設を御覧になった感想ですとか、センターに対する提言ですとか、職員に対する激

励ですとか、頂ければありがたいと思いますので、久保田委員から順番によろしいでしょう

か。よろしくお願いします。 

 

【久保田委員】 

久保田でございます。いつもお世話になっております。 

昨年からでしたか、移転の話が新聞等でもありましたが。あり方検討会そして弘前地区で

あれば、移転先というのはまだ決まっていないと思っていましたが、進捗としてはまだ変わ

っていないでしょうか。 
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【鶴谷所長】 

 まだ（これから）です。 

 

【久保田委員】 

私ども山郷館も、実はアルカディアの方に、移転を予定してまして、計画では今年着工し

て、来年中に移転する予定で、設計までは組みました。 

ただ、今、この中東情勢の悪化で、資材もいつ入るかわからない、物価の高騰、いろんな

ものが入ってこないという中で、受けられる業者がいない、というところで、現在先行きが

見えない状況でありました。 

それこそ、中東情勢がいつどうなるのかも分からない、（アメリカとイランの）覚書で（ホ

ルムズ海峡が）再開したり封鎖したりというような状況、ちょっと先行きが見えないんです

けれど、計画としては、脳卒中センターさんの向いに移転する計画で進めておりました。 

内容としては、現在と同じ入所支援・定員 31 名というような状況、加えて、短期入所・ 

今現在 8 名なんですけれども、この数はちょっと、全く未定なんですけれども、こちらの方

で進めていきたいと考えておりましたが、もしかすれば、さわらび療育福祉センターさんも

近くに来るのかな、と勝手な想像をしていましたけれども（笑）。 

今拝見して、築 50 年というお話で、私ら（山郷館）昭和 54 年ですので、築 46～47 年経

過しておりますが、全然新しくて、私（施設）の方が全然古くてですね、大規模な改修をし

ていなければ設備もそのままで、全然うちの方に比べればまだまだだなっていうように見

てましたけれども。新しい所に向けて、お互いにという言い方は失礼かもしれませんが。 

事業運営状況の中でちょっと１点。者の入所が 20 名に対して 19 名と記載されています

が、いわゆる枠としては１名空床という、この空床に対する、例えば申し込みだったりその

辺の状況というのはどのようになりますか。 

 

【鈴木生活支援課長】 

申し込み自体は無いですけれども、相談は年何件かはあるんですが、ちょっと実情に合わ

ないという、障害種別がちょっと違っていたりとか受け入れる対象者が今のところ居なく

て、19 名で推移しているところです。 

 

【久保田委員】 

体制としては、受入可能な状態？ 

 

【鈴木生活支援課長】 

今のマンパワーというか職員の状況と、現在居る 19 名の方の重症度がちょっと上がって

きているので、正直言うとこのままで手一杯かな、というところ。特に日中であればいくら

でもカバーはできるけれども、夜勤が厳しいかなというところで、利用者が来れば考えます

けれども、積極的にはどうぞ、っていう感じでは動いてはいないです。 
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【久保田委員】 

こないだ、私共の方に医ケア相談があった方が、今はまだ児童の方なんですけれども、短

期入所の受入先がなかなか無いっていうふうに話しがありまして、実は鼻腔なんですね。 

我々の方も鼻腔だったり、痰吸引だったりっていうところの対応できる職員がなかなか

揃っていなくて、日中帯であれば看護師も居る、痰吸引できる職員も居る、ただ、夜間とな

ると、常駐してない関係でＯＫするのが難しいという方がいらっしゃるんですね。 

弘前圏域でもそういう児童のいわゆる医ケア児の短期のレスパイト、ロングじゃなくて

レスパイト利用というところの保護者さんのいろんな状況だったり、休息も含めて利用の

希望はあるけれども、弘前全体でもなかなか足りていないということ、私共も考えていかな

きゃな、というふうに思っているんですけれども。 

その辺も含めて、いわゆる障がい児者の福祉向上というところで、私共もその辺検討して

いきたいので一緒に考えていければ、と思っていました。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

 

【鶴谷所長】 

職員の増員というのは課題ではあるんですけれども。何分、赤字なものですから、要望は

するけれども実現できないような状況で、なかなか苦しいなと思っております。 

 続いて、菊池委員お願いいたします。 

 

【菊池委員】 

弘前第二養護学校としては、さわらびさんには、色々な所から、ちょっとメモに挙げただ

けでも医療的ケア、それから訓練、そしてその訓練の先生方による研修ですとか、それから、

デイでも、多数生徒を利用させていただいておりまして、大変お世話になっております。 

まずはお礼からということで、よろしくお願いいたします。 

そしてまた、さらには入所者の方々との交流も、年に数回ほどさせていただいておりまし

て、双方で行ったり来たりというところで、本校の中学部の生徒たちもすごく楽しみにして

いるところでございます。 

そして何よりも、さわらびさんの移転に伴って、本校も一緒にっていうところが、県では

どうやら確認されたということでございますが、まだ教育委員会の方から私たちの方に何

もないですね。「はい。本当なんですか」ということを問い合わせしているところなんです

けれども（笑）。 

地域の皆さんに今までいろいろ助けていただいたところを考えると、非常に寂しい部分

もあるんですが、やはり緊急搬送時、やはり往復１時間かかるというところを、冬場等を想

定してもですね、緊急搬送が可能な所への移転というのはやはり致し方ないのかなあとい

うところで、整理をしているところです。 

またもう、そこに向かいまして、昨年度は残念ながら先ほどもあったんですが、避難訓練、
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合同で行う予定でしたが、コロナ等本校の方に配慮していただきまして誠にありがとうご

ざいました。 

今年も１月に、合同避難訓練を予定しておりますので、またそこでいろいろ確認させてい

ただければと思っています。 

移転は目の前に見えてきましたが、やはり移転までには５年６年、今の山郷館さんの話を

お伺いすると、さらに物資的な状況から、６年 7 年と延びていくかもしれない、そこの移転

が完了するまでですね、やはり防災上、それからそれ以外のことに関しても、協力体制が大

変重要になるかなあというところで、そして一番、そこからもうさらに、磨き上げていかな

いといけない、築き上げていかなければならないのは防災面かな、というふうに考えており

ます。 

何事もなく移転まで待つのではなくて、やっぱり移転までの数年間で、協力をし合いなが

ら、災害等増えてきているこの今の状況を乗り越えていければいいのかなあ、というふうに

思っています。 

ということで、そこの部分ですね、本校では、福祉避難所の開設等も、今、市の方から依

頼を受けて立ち上げていこうというように考えているのですが、やはり現実、在校している

子供たち、学校にいる状態の時に発災したと想定して、家に無事帰るまでを学校でどうにか

乗り切りたいというような福祉避難所を考えておりました。その時には、やはりさわらびさ

んの方には、ドクターもいらっしゃいますし、いつもお世話になっている皆様もいらっしゃ

いますので、お互い協力し合いながら、何とかこう、乗り切っていければいいのかな、とい

うように考えていました。 

また、今後とも、今以上に協力させていただければと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

【鶴谷所長】 

 老朽化に伴って、火災の発生の度合も高まるでしょうし、地震も最近頻発してますし、見

てないけど、熊も出てるみたいです（笑）。危機感を持っていかなきゃいけないと思います。 

ありがとうございました。 

田中委員、お願いします。 

 

【田中委員】 

人権擁護委員の田中です。 

昨年も施設を見学させていただき、今年もまた、改めて職員の方々の苦労というのですか、

個々に対して配慮が十分なされてるなっていう感じがしました。 

また、利用者の方の危ないところもあったりして、でもそれを、すごく工夫しながらやっ

ていて皆さん大変だなあと思っていました。 

また、人権にも配慮しながら、個々に対しての工夫というのがあってすごく感心しました。 

それから、入所、あるいは短期、通所の個々を本当に大切にしていてやっている、特に写
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真、小さい時から写真っていうのは、なかなか無いものですから、すごくいいなと思ってい

ました。 

以上です。ありがとうございました。 

 

【鶴谷所長】 

お褒めの言葉をいただきありがとうございました。 

それでは平山委員お願いいたします。 

 

【平山委員】 

絆の会代表として。子供が入所しているんですけど、昨年もあれですけど、今年もまた改

めて 1 周したという感じで。滅多にね、親でも隅々まで見ることってなかなか無くて、久し

ぶりにまた見させていただいたんですけど。 

お風呂ですよね。小さい時に見たきりで、風呂の状態は見てなかったので。でもやっぱり、

皆さん体が大きくなって重くもなっている状態でも、マンパワーでやってくれているって

いうのを聞いて、今はほとんど機械入浴とかで皆さんされているのに、そういうふうにして

くれてね、本当にありがたいなって、入浴が一番大変なんじゃないかなっていう感じがしま

した。 

また、本当にいつもお世話になってて、コロナの時もね、皆さん本当に一人一人に対して

気を遣ってもらって、本当におかげさまでした。 

先ほどもね、山郷館の館長さんもお話ししてた通り、さわらびがこれから移転に向けてお

話が進んでるんですけれども、ちょっと先、何年か先あるかなという感じなんですけれども。 

親たちとしては、この景色をね、何十年と岩木山に向かってきたので、もうすっかり慣れ

親しんだ景色なんですけど、皆さん年齢も上がってきて、ここまで通ってくるっていうのも、

だんだんこうね、皆さん大変になってきている、職員の皆さんもそうだと思うんですけれど

も。 

場所は良いんですけれど、やはり遠いなあというのがあるので、やはり市内に移転できれ

ば、また、色んな面で違うこともできることがあるのかなって、期待しかないんですけれど

も、その期待がどこまで反映してくれるかなっていうのもあるんですけど。 

でも、お医者さんが、やはり前の施設と違って少なくなったので、福祉型というふうにな

って、これからも福祉型が変わらないということなので、市内に行けば病院も近いので、そ

の点はカバーしていただけるのかなっていうのもあるんですけど。 

移転しても、内容を良い方向に考えていただければいいなっていうのが親たちとしては

一番の期待するというか、希望するところですね。 

本当にこれからもどうぞよろしくお願いします。 
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【司会】 

では、時間となりましたので、終了とさせていただきますが、最後にもう一度所長の方か

ら一言申し上げたいと思います。 

 

【鶴谷所長】 

本日は皆様から御意見いただきまして、様々なそれぞれの立場からですね、貴重な御意見

いただきありがとうございます。 

今後ともですね、お気づきの点があれば、御提言頂ければ幸いですし、また、いろんな情

報を共有できればいいかと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

以上でございます。 

 

【司会】 

以上をもちまして、本日の会議を終了いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 

 


